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日本政府観光局（JNTO）
MICEプロモーション部

第13回国際会議等各種会議の北海道開催の推進に係る各省庁連絡会議

国際会議等各種会議の

北海道開催推進に係る取組

資料５



●正式名称 ： 独立行政法人国際観光振興機構（国土交通省 観光庁所管）
※通称として「日本政府観光局」、略称としてJNTO（英文名称：Japan National Tourism Organizationの頭文字）を使用しています。

●国内拠点 ： 本部（東京）
●海外拠点 ： 21事務所（ソウル、北京、上海、香港、バンコク、マニラ、シンガポール、ジャカルタ、シドニー、ロンドン、

フランクフルト、パリ、ニューヨーク、ロサンゼルス、トロント、モスクワ、クアラルンプール
ハノイ、デリー、ローマ、マドリード）

JNTOは世界21都市に海外事務所を持ち、
外国人の訪日旅行の促進に向けて、海外現地目線に
立ったプロモーション、マーケティングを行ってい
ます。

JNTOの活動

組織概要

＜主な事業＞
●訪日旅行市場に関する市場分析・マーケティング
●海外現地旅行会社の訪日ツアー企画・販売の促進

●海外現地メディアを通じた広告・宣伝
●ウェブやSNSを通じた訪日観光の情報提供
●国際会議（MICE）の誘致・開催促進
●受入環境整備・向上支援

（ビジット・ジャパン観光案内所の認定）

日本政府観光局の活動：日本政府観光局（JNTO）の概要

※政府観光局 (National Tourism Organization)とは：
外国人旅行者の誘致活動を行う政府機関
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ニューヨーク、ロンドン、パリ、ソウル、シンガポールに
MICE専門スタッフ配置



日本政府観光局（JNTO）の事業内容

訪日旅行市場に関する
市場分析・マーケティング

海外現地旅行会社の
訪日ツアー企画・販売促進

一般消費者向け
プロモーション・情報発信

国内事業パートナーとの連携
国際会議等(MICE)の

誘致･開催支援 受入環境整備・向上支援
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MICEブランディング・キャンペーン事業

日本のMICEブランドの策定 （2015年4月）日本のMICEブランドの策定 （2015年4月）

タグラインブランド名

ブランドロゴ

日本でのMICE開催を実現するために海外の主催者等に対する広報活動を強化するとと
もに、日本のMICE関係者とのオールジャパン体制の構築を目指す。

日本の感性と知性が、ビジネスを未来へ動かす

日本のMICEが目指す姿日本のMICEが目指す姿



ウェブサイトでの
情報発信

業界紙・専門誌への広告 プロモーション動画MICE見本市出展
セミナー・商談会実施

国際団体会員向け媒体 IMEX America

メディカルトリビューン

国外向けウェブサイト

IBTM World

国内向けウェブサイト

ブランドを活用した日本の認知度向上事業

FACEBOOK
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北海道へのMICE誘致に関する取組例①【情報発信】

FACEBOK
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JNTOウェブサイトにて
MICE開催都市としての

北海道情報を掲載



北海道へのMICE誘致に関する取組例①【情報発信】

FACEBOK
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MICE開催地決定
要素として重要な
ユニークベニュー

情報を掲載



北海道へのMICE誘致に関する取組例①【情報発信】

FACEBOK
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MICE開催地決定
要素として重要な

支援メニュー
情報を掲載



北海道へのMICE誘致に関する取組例①【情報発信】
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MICE開催時の
ケーススタディー

情報を掲載



北海道へのMICE誘致に関する取組例①【情報発信】

FACEBOK
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MICE開催時の
モデルコース
情報を掲載



＜JNTOによる国際会議誘致活動支援メニュー＞
・立候補書類（ビッド）の作成支援
・プレゼンテーションスキルアップ支援
・プレゼンテーション資料作成支援
・開催地決定権のあるキーパーソン招請支援
・日本ブースの出展支援、ジャパンナイトの開催支援

＜JNTOによるアンバサダー・ネットワーク形成支援＞
・「アンバサダーの集い」の開催
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「MICEアンバサダー」の国際会議誘致活動支援

MICEアンバサダーの活動MICEアンバサダーの活動

国際会議等MICEを戦略的に誘致するため、産業界や学術分野において国内外に対し
発言力やネットワークを有する方々を日本の「MICEアンバサダー」として委嘱。

・日本への国際会議等の誘致・開催に向けた促進活動
・日本国内における国際会議開催の意義についての普及啓発活動
・会議開催地としての日本の魅力を海外に向けて発信する広報活動

チーム・ジャパンでの誘致活動支援チーム・ジャパンでの誘致活動支援

ＪＮＴＯの支援メニューＪＮＴＯの支援メニュー ＣＶＢの支援メニューＣＶＢの支援メニュー



東京大学： 7人
首都大学東京産業技術大学院大学： 1人
慶応義塾大学： 3人
東京女子医科大学： 1人
中央大学： 1人
文教大学：1人
国立精神・神経医療研究センター： 1人
三菱総合研究所： 1人
国立天文台： 1人
東京カイロプラクティック： 1人
エムバイオテック株式会社： 1人
日本学術会議：1人
日本口蓋裂学会：1人
古賀総合法律事務所：1人

東北大学： 8人

山形大学： 1人

九州大学： 2人
九州工業大学： 1人
福岡大学： 1人
産業医科大学：1人

筑波大学： 2人

京都大学： 2人
立命館大学：1人
京都国立博物館： 1人

神戸大学： 1人
兵庫県立リハビリテ－ション中央病院： 1人
神戸市立医療センター中央市民病院： 1人

金沢大学： 1人

富山大学： 1人

名古屋工業大学： 1人
豊橋技術科学大学： 2人
国立長寿医療研究センター： 1人

長崎大学： 1人

千葉商科大学：1人
千葉工業大学：1人
放射線医学総合研究所： 2人
国際医療福祉大学：1人

防衛医科大学校：1人
埼玉医科大学総合医療センター：1人

やまびこ医療福祉センター： 1人

沖縄科学技術大学院大学： 1人

静岡大学： 1人

国立循環器病研究センター： 1人

MICEアンバサダーの所属先・分野（2019年9月現在）

北海道大学： 1人

理化学研究所： 2人
宇宙航空研究開発機構： 1人
湘南医療大学保健医療学部：1人

広島大学： 1人

※順不同

文化・アイデア/哲学
社会科学
図書・情報
言語

建築
各1人

情報通信 2人
その他 4人

分野：ICCA分類

MICE
アンバサダー

69人
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北海道へのMICE誘致に関する取組例②【国際会議】

平成30年度上期に、北海道で初めてのMICEアンバサダーが任命されました！
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今井 一郎 (いまい いちろう) 

北海道大学 名誉教授
第20回国際有害有毒藻類学会 2022の誘致に成功（広島で開催）
International Conference on Harmful Algae （ICHA ）

第２０回国際有害有毒藻類学会実行委員会 委員長
日本プランクトン学会会長（H21~22, 27~28年度）
沿岸環境関連学会連絡協議会代表（H25~30）
国際有害有毒藻類学会国際評議員
（International Society for the Study of Harmful Algae, 2008～2012，2016～）
PICES（北太平洋海洋科学機構）HAB-S (Section of Ecology of Harmful Algal Blooms) 
日本国委員（2000～）



北海道へのMICE誘致に関する取組例②【国際会議】
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JNTOがサポートした2019年開催会議（2017年4月に誘致成功）

国際眼炎症学会

Global Ocular Inflammation Workshops 2019
・日程：2019年6月28日（金）～30日（日）

・都市：札幌

・参加者：340名

・JNTOのサポート内容：ギブアウェイ（扇子）提供、PRブースでの法被の貸出等

・会議ウェブページ：https://www.mediproduce.com/goiw2019/



北海道へのMICE誘致に関する取組例②【国際会議】
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JNTOがサポートした2022年開催会議（2019年5月に誘致成功）

レーザー・エレクトロオプティクスに関する 環太平洋会議

Pacific Rim Conference on Lasers and Electro-Optics 

・日程(予定)：2022年7月31日～8月5日

・都市：札幌（台湾と競合）

・参加予定者数：1000名（外国人600名）

・JNTOのサポート内容：関係省庁からの招請レター発出調整（文科省、観光庁）
およびJNTO理事長名の招請レター発出等

・会議ウェブページ（2020年シドニー開催）：https://www.cleopr2020.org/



北海道へのMICE誘致に関する取組例②【国際会議】
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JNTOがサポートした2023年開催会議（2017年8月に誘致成功）

国際電波科学連合（URSI）総会

General Assembly of the International Union of Radio Science
・日程(予定)：2023年8月

・都市：札幌（ローマ、ワルシャワ、シンガポールと競合）

・参加予定者数：1200名（外国人500名）

・JNTOのサポート内容：

国内候補都市選定（13都市から札幌に決定）、小林一哉先生（中央大学）アンバサダー就任
BIDペーパー作成、ギブアウェイ提供、2017年モントリオール総会でのジャパンブース運営、

関係省庁等からの招請レター発出調整（内閣府、総務省、経産省、国交省、文科省、観光庁、

日本学術会議）およびJNTO理事長名の招請レター発出等
・会議ウェブページ（2020年ローマ開催）：https://www.ursi2020.org/



北海道へのMICE誘致に関する取組例②【国際会議】
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JNTOがサポートしている誘致中の国際会議

アドベンチャー トラベル ワールドサミット2021

Adventure Travel World Summit (ATWS) 

・日程(予定)：2021年9月～10月

・都市：北海道（カンファレンスは札幌、それ以外は全道で展開）

・参加予定者数：800名（外国人750名）

・JNTOのサポート内容：JNTO理事長名の招請レター発出、ブース出展（スウェーデン大会）、
ATWS会長、事務局長との意見交換会の設定

・会議ウェブページ（2019年スウェーデン大会）

https://www.adventuretravel.biz/events/summit/sweden-2019/



【支援条件】
・JNTO基準（参加者数50名以上、参加国数3か国以上、 開催期間1日以上）

を満たす国際会議であること。
・誘致の場合は海外競合都市があること、または日本で新たに立ち上げる会議であること。

【支援内容(例)】
PR映像、ギブアウェイのご提供
外国人向け日本国内旅行情報アプリ「Japan Official Travel App」のご提供
関係省庁やJNTO理事長名での招請レター・ウェルカムレターの発出
会議ロゴ入りの名刺作成
宣伝用のフライヤー作成
国内主催者の会議誘致・開催宣伝を目的とした海外渡航費支援
Bid Paperテンプレートの提供＆コンサルティング （誘致のみ）
プレゼンテーションテンプレートの提供＆コンサルティング （誘致のみ）
国際本部の日本視察費の支援 （誘致のみ）
キーノートスピーカーの渡航費支援 （開催のみ）
寄附金交付金制度のご利用 （開催のみ）

・小規模会議も対象に（ICCA登録会議件数増加策）
・開催支援を拡大（外国人参加者増加策）

対象：MICEアンバサダー
以外の主催者
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北海道へのMICE誘致に関する取組例②【国際会議】



国際会議海外キーパーソン招請事業
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都市視察

ウエルカム・レセプション

商談会

名 称 2019年度 国際会議海外キーパーソン招請事業（Meet Japan）

目 的

国際団体の会長、事務局長、専属のミーティングプランナー等、国際会議の開催地
の選定や決定の権限を持つキーパーソンを招請し、日本国内の国際団体関係者との
面談及び、会議施設等の視察や観光魅力に触れる機会を提供することにより、日本
への国際会議の誘致促進に資する。

期 日 2019年12月8日（日）～12月13日（金）

招請予定人数 20名程度

日 程
1日目：参加者日本到着、ウェルカム・レセプション
2日目～4日目：都市視察（コンベンション・宿泊施等視察）
5日目：商談会・フェアウェルパーティー

※昨年度事業の様子



中国

30%

韓国

27%

台湾

16%

シンガ

ポール

7%

マレーシア

5%

香港

4%

タイ
2%

インドネシア

2%件数： 2,712件(前年度比：+24%)

人数：171,499人(前年度比：+1%)

H30年度実績

人数順位
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1 中国(BJS/SHA/CAN) 51,731人(前年度比：+10%)

2 韓国(SEL) 47,028人(前年度比：-1%)

3 台湾(TPE) 27,010人(前年度比： -3%)

4 シンガポール(SIN) 12,317人(前年度比：+1%)

5 マレーシア(KUL) 7,726人(前年度比：-21%)

6 香港(HKG) 6,587人(前年度比：-23%)

7 タイ(BKK) 4,003人(前年度比：-32%)

8 インドネシア(JKT) 2,930人(前年度比：+7%)

9 インド(DEL) 2,134人(前年度比：+153%)

10 ベトナム(HAN) 2,111人(前年度比：+493%)

平成30年度 JNTOのインセンティブ旅行誘致実績
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平成30年度 JNTOのインセンティブ旅行誘致実績 (北海道)

中国,
117件, 
38%

韓国, 
49件, 
16%

香港,
23件,

7%

台湾,
20件, 
6%

マレーシア,
32件, 
10%

シンガポール, 
51件, 
17%

インドネシア, 5, 2%

タイ, 1件, 0%

フィリピン, 1件, 0%

ハノイ, 1, 0%
北米, 6, 2%

オーストラリア, 2, 1%

中 国 : 北京/上海/広東
北 米 : ロサンゼルス/ニューヨーク/トロント

平成30年度実績

件数： 307件
人数：18,481人
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平成30年度 JNTOのインセンティブ旅行誘致実績 (北海道)



名 称 JAPAN Best Incentive Travel Awards 2019

目 的 訪日インセンティブ旅行を表彰し、新たな訪日インセンティブ旅行市場の新規開発・活性化を図る。

対 象 2018年4月1日～2019年3月31日（出発日）までに実施された100人泊以上の訪日インセンティブ旅行

応募
資格

全世界の旅行会社やミーティングプランナー等、または日本側関係者
（訪問都市・コンベンションビューロー・ホテル等施設）

表彰基準
（抜粋）

・旅行開催後に得られた主催者の効果
・地域への貢献
・新規ルートの開発（ゴールデンルート以外の地域を訪問）
・アトラクションやユニークベニューの利用等、斬新な企画
・環境に配慮した運営等、新たな試み

JAPAN Best Incentive Travel Awards 2019
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大賞 企画賞 貢献賞 特別賞

イベント
名

HONDA Swiss Dealer 
Contest - Back to the
Origins（11日間 59名）

広州コンサルティング会社イン
センティブ旅行（6日間 25
名）

Good Time In Akita
（6日間 27名）

受賞者 JTB Europe（フランス） 中国国旅（广东）国际旅行社股
份有限公司（中国）

Japan View (Thailand) 
Co., Ltd. (タイ)

ベトナム企業 インドネシア、フィリ
ピン、タイ、マレーシ
ア企業

受賞理由 テクニカルビジット、ナイ
トタイムエコノミー、文化
体験、食等、日本のコンテ
ンツを最大限に活用したイ
ンセンティブ旅行として評
価された。

企業訪問と専門家による講演、
更に観光が組み合わされている
点と、「創業 100 年企業の訪
問」というコンセプトのもとで、
日本の多様な産業に触れる企画
となっている点が評価された。

秋田を訪問し、ファームステ
イや農業といった東北らしい
コンテンツを組み込んだ。旅
行前は秋田がどこにあるのか
知らなかった参加者たちの
「再訪意欲」を醸成させてい
る点が評価された。

福島を訪問し、東
日本大震災からの
復興を目指す地域
へ貢献

北海道胆振東部地震後
もツアーをキャンセル
することなく北海道を
訪問



北海道胆振東部地震後もツアーをキャンセルすることなく北海道を訪問

特別賞

ポイント

ポイント

【受賞案件】JAPAN Best Incentive Travel Awards 2019
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北海道へのMICE誘致に関する取組例③【インセンティブ】



北海道へのMICE誘致に関する取組例③【インセンティブ】
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平成30年度韓国インセンティブ旅行キーパーソン招請事業

■事業目的

北海道胆振東部地震による風評被害対策の為、韓国のインセンティブ旅行訪問地決定権限を持つ

キーパーソンを招請し視察を行うことで、北海道へ訪問を促進する。

■招請対象：韓国のインセンティブ旅行を取り扱う有力旅行会社を10名招請

■視察期間： 2019年2月15日～2月18日 4日間

■訪問地： 北海道（札幌コンベンションセンター、ニッカウヰスキー北海道工場、サッポロビール園等）

■札幌コンベンションビューロー・札幌コンベンションセンターとの連携：
北海道のインセンティブ誘致を目的に北海道国際プラザと札幌コンベンションセンターと連携をして

具体的な施設の紹介やインセンティブメニューの紹介を実施。体験メニューとして茶席体験等も実施。



北海道へのMICE誘致に関する取組例③【インセンティブ】

25

今後のインセンティブ旅行キーパーソン招請事業の予定

■事業目的

ミーティング＆インセンティブ旅行の開催地決定に権限を持つ、または影響力を持つフランス市場

旅行会社のキーパーソンを招請し、各訪問都市においてMICE関連施設、観光施設等の視察機会を

積極的に提供することにより、ミーティング＆インセンティブ旅行開催候補地としての日本をPRし、

MICEによる訪日外国人の拡大を図る。

また、訪問都市に地方都市を組み入れ、2020年の政府目標である訪日外国人4000万人達成のための

地方誘客を促進する。

■招請対象：フランスのインセンティブ旅行を取り扱う有力旅行会社を10名程度招請

■視察期間： 2020年1月下旬～2月上旬

■訪問地： 東京、京都、奈良、北海道

■協力エアライン：フィンエアー、日本航空



2019年度出展（予定）の海外MICE見本市

名称 会期 開催国・都市
規模

（2018年度実績）

ＩＭＥＸ Frankfurt
2019年
5月21日（火）～23日（木）

ドイツ
フランクフルト

来場者：約15,000名

IMEX America
2019年
9月10日（火）～12日（木）

米国
ラスベガス

来場者：約12,000名

ＩＢＴＭ World
（ＥＩＢＴＭ）

2019年
11月19日（火）～21日
（木）

スペイン
バルセロナ

来場者：約14,000名
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※その他、「ITB Asia」や「AIME」などの見本市にも、海外事務所主体で出展している



2019年度開催予定の海外MICEセミナー・商談会

セミナー名 日程 開催国 開催都市

インセンティブセミナー商談会

2019年6月5日（水） 中国 北京

2019年7月9日（火） インドネシア ジャカルタ

2019年7月11日（木） マレーシア クアラルンプール

2019年8月6日（火） 台湾 台中

2019年8月7日（水） 台湾 台北

2019年8月20日（火） ベトナム ホーチミン

2019年8月22日（木） フィリピン マニラ

2019年8月27日（火） 韓国 ソウル

2019年9月19日（木） インド ムンバイ

2019年11月7日（木） 中国 瀋陽

MICEセミナー商談会 2019年11月12日（火） シンガポール
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MICEセミナー ＜初級者編＞
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MICE人材の育成

概 要
日本のMICEの概要、国際会議の誘致・セールス活動手法、インセンティブの基礎
を学び、併せて、参加者間の意見交換を行なうことにより、今後のMICE事業推進
に活用する

対 象
国際会議観光都市やコンベンション推進機関等において、コンベンション
業務を担当する職員のうち、概ね実務経験3年未満の方

開催日時
2019年5月30日（木）
研修会：13:00～17:50
意見交換会：18:00～19:00

開催場所 トラストシティ カンファレンス・丸の内

参加者 93名（自治体27名、推進機関37名、企業29名）

川島様

金田様

講義の様子

グループ討議の様子

MICEセミナー ＜上級者編＞ ※平成30年度実施

概 要
世界で通用するMICE人材を育成するため、国際水準のノウハウを持つ海外講
師を招請し、MICEの誘致・開催・マネジメント等に関する実践的な研修

対 象
MICE関連業務に従事し、概ね3年以上の経験を有する方
・英語による意志疎通ができる方
・2日間通して参加ができる方

実施期間 2019年1月18日（金）～19日（土）

会場 TKP品川カンファレスセンター 品川カンファレスセンター ANNEX

参加者 17名（推進機関5名、企業12名）



名 称
第29回 国際MICEエキスポ（IME2020） ※「国際ミーティング・エキスポ」から名称変更

The 29th International MICE Expo Japan

日 時 2020年2月26日（水）13:30～19:30

会 場 東京国際フォーラム（ホールE2）

主 催
一般社団法人 日本コングレス・コンベンション・ビューロー（JCCB)
日本政府観光局（JNTO）

日 程
13:30～18:25 商談会
18:40～19:30 ネットワーキング交流会

形 式 テーブルトップ形式商談会

関連行事
「国際会議誘致・開催貢献賞」授賞式（JNTO主催）
「国際会議主催者セミナー」（JNTO主催）

ＩＭＥ2020の実施案
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